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も分かったのではないか（東京電力は 4月 9日にな
ってやっと，10日以降に無人ヘリコプターを飛ばし，
カメラを搭載し撮影した映像を使い今後の対策に役
立てる，と発表した）．原発災害用ロボットの開発
研究がなかったわけではない．東海村の核燃料加工
会社の JCOでの臨界事故の後でその開発研究が開
始されたが，原発安全神話のもと，中止になったま
まだったという．
　明確な目標が定められれば，必ずや実現できたと
思う．設計図はある，原子力発電所は目の前にある，

そのシステム，構造は分かっている．そこで起こる
かもしれない事故をどこまで想定するか，それらの
事故に対してどのように対処するのか，そのために
必要なものは何か，何をすればよいのか，目標とそ
れを実現する意志が明確にできたはずであり，それ
が示されれば必ずできたと思う．
　ここで終われば，それは他人事になる．言ってく
れればできる，決めてくれればやるというだけでは
足らない．それが必要であり，実現しなければなら
ないものであるなら，そのことを世の中に説明しなけ
ればならない．科学者，技術者は，その責任を負っ
ている．正確に事実を伝え，必要なことは必要との
理解を得ることが大切である．この点は反省させら
れる点ではないか．学会もまたその責任を負ってい
ると思う．我が国の学会は，学術的活動に重点を置
きすぎているきらいがある．社会に対して，巨大化
した科学技術に関する情報を，時にはその危険性と
それへの対策について正確に伝える責務もある．こ
れまでもそのように言われてきたが，改めてそう思う．
　事ここに至った理由や原因は政治や社会システム
やほかにもあると思う．しかし現代社会は科学技術
を基盤に成り立っていることを思えば，科学者，技
術者が科学・技術について世の人々に正確に伝え，
発言することの重要性とその責任を思わずにはいら
れない．このシニアコラム IT好き放題の稿もその
自覚・実践の第一歩と思う．

（平成 23年 4月 11日受付）

の稿をキーボードで叩いている今，3.11東
日本大震災から 1カ月である．この小文をご覧に
なる頃には，復興に向けての槌音が聞こえていると
いいと思う．巨大地震，大津波，原発事故，死者行
方不明者数 3万に近く，20万戸を超える建物被害．
言葉に尽くせない甚大な災害，被害である．1日も
早い原発事故の終息，災害からの復旧，復興を願わ
ずにはいられない．
　それにしても，なんとも口惜しい新聞や週刊誌の
記事．『原発事故は日本の技術力への信頼を大きく
傷つけた．東京電力の手に負えなくなった現場では
米軍の無人放水車や無人偵察機が活躍する．日本が
掲げてきたロボット大国の看板もすっかり色あせた
（4月 4日付け日本経済新聞）』あるいは，『「ロボッ
ト大国」の名が泣く原発作業は米欧頼み（週刊新潮 4

月 14日号）』，そのほかにも同様の記事があろう．
　「ロボット大国の看板もすっかり色あせた」とか，
「ロボット大国の名が泣く」などと言われるのは心外
である．そう思うのは筆者だけではないであろう．
産業用ロボットは生産システムに組み込まれ生産性
向上になくてはならない存在になってすでに久しい．
器用にダンスを踊る人型ロボット「アシモ」，愛知万
博でトランペットを演奏し，バイオリンを弾くロボ
ットも開発されてきた．ロボカップのサッカーロボ
ット，また，NHK世界ロボコン大会で活躍する学生
たち．断じて我が国のロボット技術が色あせたなど
ということはない．世界に誇ることができると思う．
　しかるにどうして新聞記事のようなことになるの
だろう．
　原発災害用ロボットを開発し，操縦訓練をして，
危機に対処できる体制を作ってきていれば，もっと
迅速に危機対応ができていたと思う．地震の直後に
原子炉は緊急停止した．水素爆発するまでには時間
はあった．ただちにロボットを出動させ，状況を正
確に把握できたのではないか．無人ヘリコプターを
飛ばし自動的に原子炉や建物周辺の様子はすぐにで
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